
授
業
改
善
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

積
極
的
な
進
学
校

　

江
戸
時
代
、物
資
輸
送
の
集
積
地
と
し
て
栄

え
た
倉
敷
の
町
は
、現
代
も
塗
屋
造
り
の
町
家

や
白
壁
土
蔵
造
り
が
並
び
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
る
。
そ
ん
な
歴
史
あ
る
美
観
地
区
に
ほ
ど

近
い
岡
山
県
立
倉
敷
南
高
校
は
、進
学
重
視
型

の
単
位
制
普
通
科
高
校
だ
。

　

同
校
は
こ
れ
ま
で
ス
ー
パ
ー・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ・

ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・ハ
イ
ス
ク
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
文

科
省
や
県
の
事
業
に
指
定
さ
れ
、授
業
改
善
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
い
て
は

07
年
度
に
文
科
省
の
研
究
指
定
校
と
な
っ
た
の

を
機
に
、校
内
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
室
を
組

織
し
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
本
格
導
入
し
た
。

　

そ
の
中
核
を
担
う
の
が
2
年
次
の
必
修
の
学

校
設
定
科
目「
キ
ャ
リ
ア
Ⅰ
」だ
。生
徒
が
ク
ラ
ス

の
枠
を
超
え
て
法
律
や
教
育
、工
学
な
ど
10
の

学
問
分
野
に
分
か
れ
、大
学
教
員
の
講
義
や
職

場
訪
問
、グ
ル
ー
プ
研
究
な
ど
を
実
施
。
そ
れ
ぞ

れ
が
興
味
・
関
心
の
あ
る
各
分
野
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、将
来
の
職
業
ま
で
見
通
し
た

進
路
選
択
に
役
立
て
て
い
る
。

「
本
物
か
ら
の
学
び
」を

普
通
科
で
も

　

そ
ん
な
同
校
に
、昨
年
度
、山
下
陽
子
先
生

が
校
長
と
し
て
着
任
。〝
ま
じ
め
で
前
向
き
な
生

徒
が
多
く
、学
校
行
事
に
も
熱
心
。
し
っ
か
り
し

た
指
導
体
制
の
も
と
、生
徒
も
教
師
も
落
ち
着

き
の
あ
る
日
々
を
送
っ
て
い
る
〞と
い
う
第
一
印
象

を
受
け
る
。し
か
し
常
に「
現
状
維
持
は
衰
退
」。

さ
ら
に
生
徒
た
ち
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
す

新
た
な
仕
掛
け
の
必
要
性
も
感
じ
て
い
た
。

 

「
例
え
ば
農
業
科
な
ら
、誕
生
か
ら
世
話
を
し

て
き
た
仔
牛
が
怪
我
を
し
て
殺
処
分
さ
れ
た
り
、

二
百
日
で
母
牛
か
ら
離
さ
れ
て
肥
育
農
家
に
売

ら
れ
た
り
す
る
。
日
常
が
他
の『
生
命
を
い
た
だ

く
』こ
と
で
成
り
立
つ
と
い
う
事
実
は
、多
く
の

こ
と
を
考
え
さ
せ
、そ
こ
で
生
徒
は
ぐ
ん
と
伸
び

ま
す
。
普
通
科
と
し
て
の『
本
物
か
ら
の
学
び
』

が
で
き
な
い
か
、と
思
い
ま
し
た
」（
山
下
校
長
）

　

も
う
一つ
山
下
校
長
が
気
に
な
っ
た
の
は
、地

域
と
の
隔
た
り
だ
。江
戸
時
代
に
天
領
だ
っ
た
倉

敷
は
、有
力
な
町
人（
町
衆
）に
よ
る
市
政
運
営

で
発
展
し
た
歴
史
を
も
つ
。
現
在
も
商
工
会
議

所
を
中
心
と
し
た
現
代
の「
町
衆
連
」が
、文
化

や
自
治
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。21
世
紀

型
教
育
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の一つ
に
も
あ
が
る「
本
物

か
ら
の
学
び
」だ
が
、「
ま
さ
に
生
徒
の
学
ぶ
べ
き

本
物
が
そ
こ
に
は
あ
る
」と
山
下
校
長
。

　

し
か
し
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、「
倉
敷
の
町

へ
の
関
心
」と
い
う
項
目
で「
あ
る
」と
答
え
た
生

徒
は
僅
か
２
割
弱
で
あ
る
。
全
国
区
の
観
光
地

倉
敷
で
、多
彩
な
産
業
モ
デ
ル
や
行
事
、支
援
者

が
あ
り
な
が
ら
生
か
し
切
れ
て
い
な
い
現
状
も
垣

間
見
え
る
。逆
に
、市
内
の
専
門
高
校
で
は
地
域

と
共
に
イ
ベ
ン
ト
の
盛
り
上
げ
や
特
産
品
ア
ピ
ー

ル
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
お
り
、地
域
か
ら「
専

門
高
校
に
比
べ
、普
通
科
高
校
は
何
を
し
て
い
る

の
か
見
え
に
く
い
」と
の
声
も
聞
こ
え
る
。

 

「
普
通
科
で
あ
る
以
上
、模
試
や
補
習
等
の
時

間
的
制
約
や
進
学
保
障
の
担
保
と
い
う
課
題
も

あ
り
、で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
ま
す
。ま
た
、ど
う

グローバル化を見据えて英語教育や国際交流に注力する学校が増え、高校生の意識も変化してきています。
一方で、足元の“わが町”を自分たちでより良くしていこうという気概は、高校生に育っているでしょうか。

Think globally, act locally̶そんな精神を育てることで生徒の力を伸ばそうと、
倉敷南高校が始めた取り組みを紹介します。

─岡山・県立　倉敷南高校─

取材・文／藤崎雅子

先進校に学ぶキャリア教育の実践２

“学びの志”を育てることを目指して
地域プロデュース体験を導入

課題解決型プロジェクト学習　 地域連携　 フィールドワーク　 ポスターセッション
学問分野研究　 言語活動　 ディベート　 キャリア教育と進路指導の接続
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普通科・単位制／1974年創立
／生徒数　913人（男子399人・女子514人）
進路状況（2012年度実績）　大学88.1％
・短大4.2％・専修・各種学校2.6％・就職0.3％・その他4.8％
岡山県倉敷市吉岡330

 086-423-0600
 http://www.kuramina.okayama-c.ed.jp/

せ
な
ら
普
通
科
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
に
し
た

い
。
そ
こ
で
考
え
た
の
が
、自
ら
の
町
を
自
ら
構

想
し
よ
う
と
す
る
町
衆
連
の
自
助
・
共
助
の
精

神
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、良
き
市
民
の
育
成
を

目
指
す
３
年
間
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
す
。そ
の
核

に
は
、地
域
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
・
プ
レ
ゼ

ン
な
ど
、知
的
か
つ
能
動
的
な
活
動
を
そ
の
核
に

据
え
よ
う
、と
考
え
ま
し
た
」（
山
下
校
長
）

３
年
間
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
目
指
し
て

　

そ
ん
な
山
下
校
長
の
課
題
意
識
か
ら
生
ま
れ

た
の
が
、今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た「
地
域
を
プ
ロ

デ
ュー
ス
で
き
る
人
材
育
成
事
業
」（
以
下
、町
衆

事
業
）だ
。
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
再
構
築
し
、地
域
と
の
か
か
わ
り
に
よ

り
倉
敷
の
町
衆
精
神
を
受
け
継
ぐ
「
志
」を
も

つ
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る（
図
１・２
）。

図2 地域をプロデュースできる人材育成事業の活動概要（2013年度）
段 階 1年次 ２年次 ３年次

ねらい フィールドワークを通じた地域
理解と「学びの志」育成

理解や連携を基盤とした地
域貢献と「学びの志」の昇華

倉敷の未来を考え、自分の将
来を見据える

内容

●「マチ☆プロ」（６～11月）
→文化祭展示、ポスターセッ
ション、「岡山まちの夢学生ア
イデアコンテスト」応募
●キャリア講演会「『未来』を
知って自分の『進路』を考える」
（10月）
●京都大学「学びのサポー
ター」出前授業（11月）
●「ラーニング・カフェ」町衆
の方 と々話そう！（12月）→イ
ンタビュー記事制作

●学校設定科目「キャリアⅠ」
（年間）
事業所訪問、課題研究「倉
敷学」
●京都大学・大阪大学バス
ツアー（8月）
●地域研究に基づく演劇創
作→文化祭で発表（９月）
●社会人講演会（9・10月）

●文化祭ディベート大会（９
月）
※決勝の論題を倉敷の課題
から設定

※教育のほか、法律、経済、人文・国際、芸術、社会福祉、理学、工学、医療・
保健、環境の10分野がある

図3 「キャリアⅠ」の年間の流れ

　

こ
れ
ま
で
同
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
2
年
次
の

「
キ
ャ
リ
ア
Ⅰ
」が
中
心
で
、１
年
次
は
L
H
R
で

職
業
調
べ
や
大
学
調
べ
を
行
う
程
度
だ
っ
た
。そ

こ
で
今
年
度
は
、1
年
次
に
地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
た
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入

す
る
こ
と
で
充
実
を
図
っ
た
。
ま
た
、２
年
次
は

「
キ
ャ
リ
ア
Ⅰ
」で
7
月
に
実
施
す
る
近
隣
の
事

業
所
訪
問
に
体
験
活
動
を
導
入（
図
３
）。
３
年

次
は
秋
の
文
化
祭
で
行
っ
て
き
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
大

会
の
論
題
を
、地
域
の
課
題
に
し
た
。ど
の
学
年

に
も
〝
地
域
〞の
視
点
を
取
り
入
れ
、３
年
間
の

ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
再
編
が
試

み
ら
れ
て
い
る
。
町
衆
事
業
を
担
当
す
る
進
路

指
導
主
事
の
山
本
達
也
先
生
は
こ
う
話
す
。

 

「
目
指
し
て
い
る
の
は
高
校
卒
業
時
点
で
の
結

果
だ
け
で
な
く
、卒
業
後
も
伸
び
る
生
徒
を
育

て
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、長
い
人
生
を
見
通

し
た
う
え
で
高
校
卒
業
時
に
あ
る
べ
き
姿
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
き
、そ
れ
に
基
づ
く
入
学
時
か
ら
の

図1 地域をプロデュースできる人材育成事業イメージ

2007年に多様な大学入試に対応できる進学重視型の単位制へ移行。同年に文部科学
省高等学校におけるキャリア教育の在り方に関する調査研究実施校の指定を受け、学校
設定科目「キャリアⅠ・Ⅱ」を創設（Ⅱは選択科目／Ⅰの調査、研究内容をさらに深める活動を行
う）。06～08年度に文部科学省スーパー・イングリッシュ・ランゲージ・ハイスクール、10～11
年度に岡山県教育委員会研究指定教科指導パワーアップ事業＜国語＞の指定校。

同校近くにある観光地、美観地区

倉敷「町衆」精神の育成

授業力
（学力）向上

社会貢献
活動

キャリア
教育

「新しい公共」
を担う
人作り

倉敷「町衆」
事業

郷土の発展を支える
学びの推進

生徒の夢や
目標の実現

内容 教育入門の例（※）

4月
オリエンテーション

大学での学問 教育学部の学問領域と卒業後の進路

大学講義入門
（同校教員による）

教育とは何か～ソクラテスの思想～

5月
比較教育学　

近代日本教育史

教師論

6月
教育行政学

教育課程論

職場訪問

オリエンテーション

7月
倉敷市立葦高小学校にて学習サポート実習

事後学習

9月
大学教員講義

事前学習

大学教員講義Ⅰ

大学教員講義Ⅱ

事後学習

社会人による講義

事前学習

10月
特別支援学校教員による講義

事後学習

11月
事前学習

小学校教員による講義

事後学習

12月
課題研究

ガイダンス

1月 テーマを決めて研究

2月 発表
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倉敷の経済

●商店街改造計画
●学生服が創り出す未来

倉敷の町並み

●美観地区を走ろう　Let's running Bikan area！
●打ち水で風情のある倉敷

倉敷の地理

●倉敷市CO2削減計画
●レンコン of 倉敷　連島レンコンよ永遠に

倉敷の歴史・文学

●町家の利活用～古い町家を菓子店へ～
●パワースポットで見る歴史の町倉敷

倉敷の偉人

●偉人から学ぶ未来の倉敷

倉敷の生物

●身近な川にサワガニを
●乙島ジャコってな～んじゃ？

倉敷の福祉

●倉敷の救急体制～救える命はここにある～
●倉敷の子育て

図5 マチ☆プロで作成したポスターの例図5図  チ☆プ で作成したポスタ の例

ス
ト
ー
リ
ー
作
り
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
」

　

新
た
な
活
動
に
は
費
用
も
か
か
る
。
岡
山
県

に
は
よ
り
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
行
う
学
校
に

集
中
的
に
予
算
を
配
分
す
る
制
度
が
あ
る
が
、

同
校
は
校
長
に
よ
る
事
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
最
大
２
０
０
万
円
の
助
成
を
受
け
ら

れ
る「
プ
レ
ゼ
ン
枠
」に
挑
戦
。全
県
で
４
校
の
う

ち
の
１
校
に
採
択
さ
れ
た
。
得
た
予
算
は
全
国

各
地
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
授
業
改
革
の
先
進
校

訪
問
、講
演
会
や
教
員
研
修
の
講
師
招
聘
等
に

役
立
て
ら
れ
て
い
る
。

「
地
域
ま
る
ご
と
学
校
」を

合
い
言
葉
に

　

同
校
が
特
に
力
を
入
れ
た
、１
年
次
の
新
た

な
取
り
組
み
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
み
よ
う
。

今
年
度
、１
年
次
生
が
春
か
ら
秋
に
か
け
て
取

り
組
ん
だ
の
が
、町
衆
精
神
に
学
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
学
習
、略
し
て「
マ
チ
☆
プ
ロ
」。
地
域
の
課
題

に
対
し
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
解
決
策
を

考
え
る
も
の
だ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
実
践
は

1
年
次
主
任
の
作
野
真
二
先
生
が
中
心
と
な

り
、学
年
団
で
進
め
ら
れ
た
。

　

倉
敷
の
経
済
、町
並
み
、偉
人
、生
物
な
ど
、

関
心
別
に
４
〜
５
人
ず
つ
の
班
を
編
成
。各
班
が

「
商
店
街
改
造
計
画
」「
町
家
の
利
活
用
」な
ど

の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
書
籍

で
現
状
把
握
や
課
題
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、夏
休
み
に
は
市
役
所
や
商
工
会
議
所
、観
光

施
設
、特
産
品
農
家
な
ど
を
訪
ね
、イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
や
実
験
を
行
う
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施

（
図
４
）。
そ
う
し
て
得
た
知
識
や
体
験
を
も
と

表
会
を
開
催
。
地
域
の
代
表
者
に
よ
る
審
査

員
、教
員
、生
徒
が
投
票
を
行
っ
て
、優
秀
な
班

の
表
彰
も
行
っ
た
。

　

そ
こ
で
入
賞
し
た
女
子
３
人
の
班
は
、「
倉
敷

に
、課
題
解
決
の
提
言
を
ま
と
め
た
。

授
業
力
向
上
策
と
の

相
乗
効
果
も

　
マ
チ
☆
プ
ロ
実
施
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、本
事
業

が
県
の
プ
レ
ゼ
ン
枠
に
採
択
さ
れ
た
今
年
度
４
月

で
、活
動
時
間
を
正
課
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が

間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、マ
チ
☆
プ
ロ
の

活
動
は
数
回
の
L
H
R
の
ほ
か
は
、夏
休
み
や
放

課
後
、授
業
の
合
間
を
使
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

　

活
動
時
間
が
限
ら
れ
る
な
か
、各
班
の
テ
ー
マ

決
め
に「
現
代
社
会
」の
授
業
時
間
を
使
う
な
ど
、

通
常
授
業
へ
の
影
響
も
あ
っ
た
。ま
た
、自
宅
で
も

マ
チ
☆
プ
ロ
へ
の
作
業
が
必
要
と
な
る
た
め
、家
庭

学
習
の
時
間
が
削
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　
一
方
で
、マ
チ
☆
プ
ロ
と
通
常
授
業
と
の
相
乗

効
果
も
う
か
が
え
る
。同
校
に
は
07
年
に
設
置
さ

れ
た
授
業
力
向
上
委
員
会
が
あ
り
、年
２
回
、生

徒
へ
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
と
、校
内
の
教
員
間
で

授
業
を
見
合
う
公
開
授
業
を
実
施
。
こ
れ
ら
を

材
料
に
、各
授
業
の
弱
点
を
ふ
ま
え
た
目
標
を
定

め
て
授
業
力
向
上
に
取
り
組
み
、半
年
後
に
変
化

を
み
て
い
る（
図
６
）。
わ
か
る
授
業
を
行
う
だ
け

で
な
く
、授
業
を
通
じ
て
意
欲
や
思
考
力
を
育
む

こ
と
も
目
標
の
１
つ
。授
業
力
向
上
委
員
会
の
絹

田
昌
代
先
生
は
、「
授
業
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
う

ち
」と
の
認
識
だ
。

 

「
普
段
の
授
業
で
も
チ
ー
ム
で
思
考
し
、相
互

発
表
す
る
と
い
う
工
夫
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、

生
徒
も
問
題
発
見
、問
題
解
決
の
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
体
験
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
」（
絹
田
先
生
）

　

そ
う
し
た
授
業
改
善
の
動
き
に
マ
チ
☆
プ
ロ

を
絡
め
、国
語
、英
語
、数
学
、保
健
等
の
授
業

で
は
、ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
発
表
を
意
識
し
て

言
語
指
導
を
導
入
。情
報
で
は
プ
レ
ゼ
ン
の
ポ
ス

タ
ー
作
製
技
術
指
導
な
ど
を
行
っ
た
。

自
分
の
将
来
や

地
域
に
対
す
る
意
識
に
影
響

　

限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
、11
月
に
は
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
協
力
し
て
も
ら
っ
た
地
域
の
人
々
も

招
い
て
、学
年
全
体
で
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
発

11月に学年全体で実施したポス
ターセッション発表会。発表後、聞
く側から甘口・辛口の両方のコメ
ントをもらう

マチ☆プロに取り組んだ生徒の感想
●マチ☆プロを通して、一番成長したと実感できたのは、客観的に見るということだ。
（中略）自分はどう見られているのか、相手は自分とは別のことを考えているのだろ
うかと意識することで生活習慣や学習面でも変化が出てきたと思う。これからも意
識して生活したい。
●知社会のことにも多少興味をもつようになった。マチ☆プロでは「たこしお焼きそ
ば」をテーマに売り出し方を考えていたが、最近は新聞などで地元の商品を売り出
している記事にも目を通すようになった。（中略）これからは社会のことにも興味を
もって新聞など読んでいこうと思う。
●今回のマチ☆プロで医療や保育に対する不安を抱えている人が多いことがわか
り、そんな方たちの不安を解消できるような仕事に就きたいと思った。福祉の面で倉
敷の住みやすさと発展に貢献できるような人間になり、私自身から発信していきたい。

マチ☆プロでごみゼロを目指した
班は、フィールドワークとして早朝
の倉敷美観地区で清掃を体験

図4 「マチ☆プロ」テーマの例
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市
の
子
育
て
」を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
。
始
ま

り
は「
倉
敷
市
で
子
育
て
が
楽
し
い
と
感
じ
て
い

る
人
が
わ
ず
か
3
割
」と
い
う
デ
ー
タ
を
発
見
し

た
こ
と
。
福
祉
施
設
で
小
さ
な
子
ど
も
を
も
つ

母
親
に
、不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や
行
政
に
求

め
る
支
援
策
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
と
こ
ろ
、一
時

保
育
を
頼
む
時
の
手
続
き
の
煩
雑
さ
が
見
え
て

き
た
。そ
こ
で
、年
に一
度
の
登
録
で
で
き
る「
子

育
て
応
援
カ
ー
ド
」を
作
り
、カ
ー
ド
を
ス
キ
ャ
ン

す
る
こ
と
で
煩
雑
な
手
続
き
な
し
に
一
時
保
育

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
手
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
制
度
の
創
設
を
提
言
し
た（
図
５
）。

　

そ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
は
、「
中
学
生
ま
で
は
自

分
の
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
が
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
で
い
ろ
ん
な
立
場
の
人
の
話
を
聞
い
た
こ
と

で
、も
っ
と
広
い
視
野
で
物
事
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
」と
、活
動
の
意
義
を
語
っ
た
。
こ
の
ほ

か
、実
施
後
の
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、倉
敷
の

街
を
好
き
に
な
っ
た
と
い
う
感
想
や
、進
路
の
視

野
を
広
げ
た
り
、地
域
貢
献
へ
の
意
識
を
高
め
た

り
、さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
う
か
が
え
る（Voice

）

　

ま
た
、こ
う
し
た
同
校
の
活
動
は
、地
域
も
高

く
評
価
。
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
審
査
員
を
務

め
た
町
衆
連
か
ら
は
、「
学
校
が
街
づ
く
り
に
か

か
わ
る
非
常
に
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
、今
後
が

楽
し
み
」「
卒
業
後
、県
外
に
出
て
帰
っ
て
こ
な
い

若
者
が
多
い
が
、地
域
を
よ
く
知
る
こ
と
で
そ
の

動
き
は
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
」な
ど
、

歓
迎
す
る
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　

提
言
は
岡
山
県
が
開
催
す
る「
岡
山
ま
ち
の

夢
学
生
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」に
応
募
。一
次
審

査
を
通
過
し
た
班
は
、２
月
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
予
定
だ
。

培
わ
れ
た
意
欲
や
人
間
関
係
を

生
か
し
て
次
の
活
動
へ

 

「
マ
チ
☆
プ
ロ
が
単
発
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
は
い

け
な
い
。フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
で
き
た
地
域
と
の

関
係
や
経
験
を
次
の
活
動
や
来
年
度
の『
キ
ャ

リ
ア
Ⅰ
』に
う
ま
く
接
続
さ
せ
、職
業
や
学
問
の

理
解
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
室
長
の
三
島
誠
人
先
生

が
そ
う
話
す
よ
う
に
、マ
チ
☆
プ
ロ
実
施
後
も
関

連
す
る
活
動
が
行
わ
れ
た
。
10
月
、香
川
大
学
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
准
教
授
の
山
崎
裕
正
氏

に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
講
演
会
を
実
施
。
社
会
環
境
の

現
状
の
話
か
ら
各
自
の
進
路
を
考
え
、マ
チ
☆
プ

ロ
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
そ
の
意
義
を
確
認
す
る

機
会
と
し
た
。11
月
に
は
京
都
大
学
の
院
生
に
よ

る
出
前
授
業
を
実
施
。マ
チ
☆
プ
ロ
で
生
徒
が
作

成
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
学
術
的
な
見
地
か
ら
評
価
し

て
も
ら
い
、デ
ー
タ
分
析
の
手
法
を
学
ん
だ
。

　

さ
ら
に
12
月
に
は
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
関
係

が
で
き
た
町
衆
5
人
を
同
校
に
招
き
、生
徒
約

20
人
と
話
す「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
カ
フ
ェ
」を
開
催
し

た
。人
生
の
先
輩
と
し
て
進
路
選
択
の
経
験
や
、

高
校
時
代
に
し
て
お
き
た
い
こ
と
な
ど
を
イ
ン
タ

ビ
ュー
。そ
の
内
容
を
記
事
に
ま
と
め
、次
年
度
の

「
キ
ャ
リ
ア
Ⅰ
」で
使
う「
キ
ャ
リ
ア
Ⅰ
ノ
ー
ト
」に

掲
載
し
、学
年
全
員
で
共
有
す
る
予
定
だ
。

●

　

今
年
度
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
町
衆
事
業
は
、い

ま
だ
発
展
途
上
の
段
階
と
い
え
る
。「
来
年
度

は
、先
生
方
の
反
省
や
意
見
を
う
か
が
い
な
が

ら
、う
ま
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
落
と
し
込
ん
で
い

き
た
い
」と
三
島
先
生
。
今
年
度
を
踏
ま
え
て
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
考

え
だ
。「
こ
う
し
た
活
動
を
ど
う
進
路
に
結
び
付

け
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
」と
山
本
先
生
。
そ

の
成
否
が
み
え
る
の
は
も
う
少
し
先
だ
。

　

山
下
校
長
は
、町
衆
事
業
に
取
り
組
み
始
め
て
、

「
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
」と
い
う
思
い
が
生
徒
た

ち
を
動
か
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
い
う
。

 

「
今
の
子
ど
も
た
ち
は
ガ
ッ
ツ
に
欠
け
る
な
ど

と
批
判
さ
れ
ま
す
が
、『
他
人
を
思
い
や
る
細
や

か
さ
』や『
現
状
を
よ
り
よ
く
暮
ら
す
工
夫
』な

ど
良
い
面
も
多
い
。わ
れ
わ
れ
が
意
識
を
変
え
て

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う
べ
き
で
す
。
勉
強
し

て
良
い
大
学
に
行
け
ば
良
い
暮
ら
し
が
保
証
さ

れ
た
時
代
と
違
い
、現
代
の
普
通
科
の
課
題
は

学
び
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
も
ち
に
く
さ
。
彼
ら

の
良
い
面
を
伸
ば
す
町
衆
事
業
で
、誰
か
の
役

に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
が
醸
成
さ
れ
、『
学
び
の

志
』に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」（
山
下
校
長
）

　

学
び
の
志
を
胸
に
灯
し
た
同
校
生
徒
の
今
後

を
楽
し
み
に
し
た
い
。

授業力向上委員会
絹田昌代先生

キャリア教育支援室長
三島誠人先生

進路指導主事
山本達也先生

１年次主任
作野真二先生

校長
山下陽子先生

番号 普通教科 実技教科

生
徒
が
自
己
評
価
し
て
い
る
項
目

予習をして授業に臨んでいる（意欲）
授業中、教師の問いに対して十分に
思考し、問題解決しようとしている（思
考力）

授業中、教師の問いに対して十分に
思考し、問題解決しようとしている
（思考力）

授業中、実技・実習に自主的、主体
的に取り組んでいる（意欲）

授業の内容は、おおむね理解でき
ている（授業力）

授業中、実習の内容は、おおむね理
解でき活動できている（授業力）

計画的に定期考査の学習ができて
おり、学力がついた（定着）

学習内容を生活に生かしたり、将
来のために役立てたりしようとし
ている（定着）

生
徒
が
教
師
を
評
価
し
て
い
る
項
目

１時間ごとの目標やポイントが明
確である（授業力）

１時間ごとの目標やポイントが明
確である（授業力）

学習（予習）プリントや小テスト、
授業中の話題など学習意欲をもた
らす工夫がある（意欲）

一方的な説明ばかりではなく、思
考が深まる問いがあり、考える時
間がある（思考力）

一方的な説明や板書を写すばかり
ではなく、思考が深まる問いがあ
り、考える時間がある（思考力）

生徒一人ひとりのつまずきや成果
に気づき、対応しながら授業を進
めている（授業力）

生徒一人ひとりのつまずきや成果
に気づき、対応しながら授業を進
めている（授業力）

安全面や活動しやすい環境に配慮
されていると感じる（授業力）

前の授業の復習、テスト直し、小テ
スト等、学習内容の定着を図る工
夫がある（定着）

テストや作品・活動の評価方法が
明解で、目標としてとらえやすい
（意欲）

予定や進度を示してくれるため、
予習・課題・定期考査の学習が計画
的にできる（定着）

授業の内容を自分のこととしてと
らえ、生活を豊かにするきっかけ
になっている（定着）

図6A 授業アンケート結果の例

図6B 授業アンケート項目
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